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論文内容の要旨
[目的]近年では心エコー・ドプラ法にて小動物においても心機能の評価が可能になってきた。しかし動
物実験においてmodifiedSimpson法を用いたより詳細な心機能評価ーに関しては未だ報告がない。今阿我々
は急件心、筋梗塞を作成した 5週間後のラットに心ヱコー・ドプラ法にてmodificdSimpson法を含めた収縮
能と僧帽弁Uにおける左室流入波計測による拡I出能を血行動態と併せて評価した。(対象と方法)雄の
WiSLarラットの左冠動脈前下行枝の近{-q付近を結紫した心筋梗塞ラット CMIrats : n =8) と対照群とし
てsham手術ラ'/ト (Controlrats : n"'-8)に分摘した。これらに5週間後心エコー検査を施行した。ま
ずM mode法にて左室拡張末期径，左宝収縮末期径.左室内径短縮率，左室後壁}字変化率を求めた。また
B modc法にてmodificdSimpson法により，左宝駆出率ーを求めた。次いでパルスドプラ法により左室流入
血流速波形を記録した。その際に左室拡張早期に見られる拡張早期波 (E波)，心房収縮に伴って見られる
心房収縮期l波 (A波). E波IAi皮， ]~波減速と与を求めた。また克室流山路の血流速も記録した。その後カテー
テルを挿入し大動脈，五室と中心静脈圧を計測した。(結果)1¥.11 ratsにてメヒ室拡張末期徒，左京収納末期
径とも有意に高怖であった。また::vnrats にてE波/八波の増加.E波減速率の増加が有意に見られ，拡張能
の低下を認めた。また定室内侍'Ai.縮己主5.，メ王室流出路の血流速などの収縮能の指標と同様にMIratsにて
modified Simpson法による左室駆出率は有意に低下していた CMI.36:t 1 % vcrsus Controls， 60士
2%; p く0，01)。また半均大動脈J-E'iM1 ratsで‘有.怠に低値であり左車拡張末期比と中心静脈作は有.志に高
値であったc (考案)心筋槙寒後ラットにおいて，心エコー・ドプラ法にて正己主拡張能のみならずmodificd
Simpson法にて.より詳細な左室収縮能の評価がロJ能と考えられた。
論文審査の結果の要旨
:id1fで、は心エコー・ドプラ法にて小動物においてら，心機能の評価が可能になってきた。しかし動物実験
においてmodifiedSirnpsoni去を用いた左心機能評価に関しては未だ報告がない。今岡我々は急J性心筋梗塞
を作成した 5週間後のラット lこ心エコー・ドブラ法にてrnodifiedSim pson法を含めた収縮能と僧帽弁Uに
おける左主流人波計測による拡張能を凶l行動態と併せて評価した。
雄のWistarラットを定冠動脈前下付枝の近付付近を結索しわ心筋梗事ラット (MJrats;n=8)と開胸
のみを行ったsham手術ラット (Contro]rats ; n = 8)に分類した。これらに 5週間後心エコー検食を施
行した。まずfvln10de法にて丘室拡張末期径，左主主収縮末期佳，五室内径短縮$.方J牟:後培}手変化半を求
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めた。またBmode法にてmodifiedSirnpson法により.左室駆出不を求めたc次いで・パルスドプラ法によ
り左室流入血流述波形を記録した。その際に左室拡張早期に見られる拡張早期波 (E波).心房収縮に伴っ
て見られる心房収縮期波 (A波).E波/A波.Ei皮減速率を>}どめた。また左室流出路の血流速も記録した。
その後カチーテルを挿入し大動脈，芹ー室と中心静脈rr:を計測したD
5週間後， MI ratsにて左室拡張末期径，左室収縮末期径とも有意に高値であった。またMIrat~ にて
E波IA波の増加， E波減速率の増加が有，患に見られ，拡張能の低下を認めた。また左室内径短縮率，tr.室流
出路の血流速などの収縮能の指標と同様に)AIratslこてmodifiedSimpson法による左宅駆出率は有患に低
トー していた (MI.36:t 4 % versus Controls， 60土 2% ; p<O.OJ)。また平均大動脈圧は:vnratsで・有意
に低値であり左寧拡張末期圧と中心静脈庄は有意に高値であった。
心筋梗塞後ラットにおいて.心エコー・ドプラ法にて左室拡張能のみならず心尖部アプローチにてmodi-
fied Simpson法を用いる事により克室収縮能の評価が可能と考えられ.今後この領域の研究に寄与する点
は少なくないと考えられる。よって.本研究者は，博寸て(~学)の学{立を授与されるに備するものと認め
られた。
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